
企業価値向上を目指して
経営計画「Mission2030」2年目となる2024年度の決算は、事業環境の変化の影響と、米国クロロプレン事業の不振により計画未達（最終赤字）となりました。2025年度は「4つの収

益課題」への対応を進めるとともに、経営計画「Mission2030」で掲げる成長分野の戦略強化と目標の見直しを進める予定です。資本コストや株価を意識した経営が求められる中、

企業価値向上に向けて、キャッシュ創出力の強化、将来の成長率向上、資本コストの最小化に取り組み、株主・投資家をはじめとするステークホルダーの期待に応えていきます。

▶P04

課題

新経営体制の下における
「４つの収益課題」への対応の推進

【2024年度に実施したポートフォリオ変革】

・米国子会社DPEのクロロプレンゴム製造設備を
  暫定停止（2025年5月）
・Toyokalon事業の製造拠点集約
・Yフィルムおよびカラリヤン事業撤退
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成長軌道への早期回復
（実行力の強化）

全社的なコスト負担増

電子・先端プロダクツの先行投資の回収遅れ

ポリマーソリューションの業績停滞

米国クロロプレンゴム事業の不振

業績回復

経営計画「Mission2030」見直し
・ 3つの成長領域（ICT&Energy、Healthcare、Sustainable Living）
  の戦略の見直し
・ さらなるポートフォリオ変革の推進
・ 成長戦略と連動した無形資産の強化（人的資本経営、研究開発、知財、DX）

事業による
キャッシュ創出↑

↑↓
企業価値の
向上 資本コストの

最小化
（信頼性を向上する
仕組み・体制）

将来に向けた
成長率の向上

（成長の原動力である
無形資産の強化）

＝
ー

成長戦略の推進による
企業価値の向上

将来への
挑戦

2025年度中公表の予定　目標および成長戦略の見直し
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事業によるキャッシュ創出

目指す事業ポートフォリオ

デンカは、企業価値の向上に向けて、以下の3つの柱を中心に、全社的および事業別の取り組みを強化していきます。

①事業によるキャッシュ創出：事業活動を通じて安定的な収益を確保します。
②将来に向けた成長率の向上：成長の原動力となる技術力・知財・人財・ブランドなど無形資産を強化します。
③資本コストの最小化：信頼性の高い組織体制を整え、効率的な経営を実現します。
全社的な取り組みとしては、成長分野に対応した新事業の創出、経営基盤の強化、サステナビリティ経営の推進を進めます。各事業では、「スペシャリティ」「メガトレンド」「サステナビ

リティ」の3要素を備えた“3つ星事業”を目指し、短期・中長期の両面からの取り組みを進めていきます。

企業価値の向上 目指す事業ポートフォリオ

【全社的取り組み】
・事業価値創造を目指すポートフォリオ変革
・財務戦略、キャピタルアロケーション
・ベストプラクティスプロジェクトの推進
  によるコスト削減

【各事業の取り組み】
・製品のスペシャリティ（独自性）強化による収益性向上
・各事業におけるコスト削減

将来に向けた成長率の向上（成長の原動力である無形資産の強化）↑

↑

【全社的な取り組み】
・3つの成長分野での新事業創出
・無形資産の価値向上、挑戦する組織
　　研究開発、知財、人財価値戦略、組織改革
　　DX、GXへの全社的取り組み

【各事業の取り組み】
　研究開発の推進、DX、GXの展開、
　組織改革の実践による新製品の提供、成長率向上

資本コストの最小化（信頼性を向上する仕組み・体制）

↑

【全社的な取り組み】
・サステナビリティ経営体制
・E）環境における目標と実績の開示
・S）人権尊重の取り組み
・G）経営価値創造
　　資本コストと株価を意識した経営、経営の透明性・健全性
　　株主・投資家との対話
　　安全・品質保証など

【各事業の取り組み】
　事業活動による環境負荷軽減、
　社員の能力向上・発揮など各事業の持続可能性の向上

【各事業の指標について】
１）スペシャリティ：各事業において必要な効率化を進めることを前提に、デンカの独自性を活かした効果的な
　 投資によって利益率向上を図る観点で、ROICを指標としています。
２）メガトレンド：３つの成長分野の取り込み度合いにより評価しています。
３）サステナビリティ：各事業の環境負荷、従業員の生産性を指標としています。

ROIC

メガトレンド
（成長性）

スペシャリティ  
（収益性）

３つ星事業
（成長ドライバー）

キャッシュカウ

20%10%-5% 0%

サステナビリティ（持続性）

3

2

1

2026年度に目指す方向 2030年度に向け目指す方向

ポリマーソリューション

電子・先端プロダクツ

ライフイノベーション

スペシャリティ（収益性）

メガトレンド（成長性）

サステナビリティ（持続性）

※ 円内の濃い青色の割合が、各事業の
　 サステナビリティ対応度を示す

エラストマー・
インフラソリューション
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